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 注 意 事 項  

 

１ 試験開始の合図があるまで，この問題冊子の中を見てはいけません。 

 

２ 解答用紙はマークシート式です。 

 

３ 受験番号はアルファベットを数字に直し，次の例のように５桁で記入してマー

クを忘れないこと。 

 例 ３年Ｄ組１番 → 30401 

 

４ 試験中に解答用紙の不足，問題冊子の印刷不鮮明，ページの落丁・乱丁及び解

答用紙の汚れ等に気付いた場合は，手を挙げて監督者に知らせなさい。 

 

５ 試験終了後，問題冊子は持ち帰って復習をするとともに，答案返却の際に持参

すること。 

 

 



－ － 2 

倫    理 
（解答番号［1］～［50］） 

第１問 次の文章を読み下の問い（問１～問９）に答えよ。（配点 22） 

 

 (a)アリストテレスはマケドニアの出身。医者の家に生まれ，のちアテネでプラトンの学園

で学ぶ。その後，アレクサンドロス大王の家庭教師をつとめ，アテネ郊外に学園［ 1 ］

を創設した。アリストテレスの学派は，逍遙（ペリパトス）学派とよばれた。彼の研究は，

哲学だけでなく (b)政治学，自然学，(c)論理学などにもおよび，(d)万学の祖とされ，後世の

学問に大きな影響を与えた。アリストテレスは師のプラトンの思想を引きつぎつつも，プラ

トンの［ 2 ］主義的な考え方を修正し，より現実（感覚界）を重視する思想を展開した。 

 プラトンはこの現実を【 A 】したところに存在するイデアを真の実在とし，現実の個々

の事物はその模像，影にすぎないとしたが，アリストテレスは，イデアは個々の事物に【 B 】

しており，真に実在しているのは，この馬，この机といった (e)感覚でとらえられる個物で

あるとした。例えば目の前にいる現実の馬を離れて，馬のイデアが存在するのではなく，そ

の馬のうちに馬のイデアは存在するのである。アリストテレスはこの【 B 】的にとらえ

られたイデアを［ 3 ］とよび，個物は，素材となる質料とそれに形を与える［ 3 ］か

らなると考えた。 

 すべての運動は［ 3 ］を目的としているとする，(f)このアリストテレスの自然観は，

中世のキリスト教神学の中にもとり入れられ，近代の科学的自然観が成立するまで，ヨーロ

ッパの中心的な自然観となった。 

 

問１ 文章中の空欄［ 1 ］～［ 3 ］に入れるのに最も適当なものを，次のそれぞれの

①～④のうちから一つずつ選べ。 

① ストアポイキレ ② スコラ 

③ アカデメイア ④ リュケイオン 

 

① 禁欲  ② 理想 

③ 快楽  ④ 民主 

 

① エイドス  ② ミメーシス 

③ カロカガティア ④ ヒュレー 

 

問２ 文中の空欄【 A 】に入る語として最も適当なものを，次の①～④のうちから一つ

選べ。［4］ 

① 超 越  ② 外 在  ③ 破 壊  ④ 逃 避 

 

問３ 文中の空欄【 B 】に入る語として最も適当なものを，次の①～④のうちから一つ

選べ。［5］ 

① 接 触  ② 分 有  ③ 想 起  ④ 内 在 

 

［ 1 ］ 

［ 2 ］ 

［ 3 ］ 
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問４ 下線部(a) に関して，アリストテレスの著作として最も適当なものを，次の①～④の

うちから一つ選べ。［6］ 

① クリトン  ② パイドン  ③ 饗宴  ④ 形而上学 

 

問５ 下線部(b) に関して，この著作の中のアリストテレスの言葉として最も適当なものを，

次の①～④のうちから一つ選べ。［7］ 

① すべての人は生まれながらに知ることを欲する。 

② 友人は第二の自己である。  

③ 人間はその自然の本性においてポリス的動物である。 

④ 悲劇はある行為の模倣でありカタルシスをもたらす。 

 

問６ 下線部(c) に関して，アリストテレスが定式化した三段論法式の具体的な例（真偽は

問わない）として適当でないものを，次の①～④のうちから一つ選べ。［8］（99 年セン

ター本試改題） 

① 太郎がいれば花子は笑う。花子は笑っていない。ゆえに，太郎はいない。 

② 太郎がいれば花子は笑う。花子は笑っている。ゆえに，太郎はいる。 

③ すべてのカラスは黒い。この鳥はカラスである。ゆえに，この鳥は黒い。 

④ これまで発見されたどのカラスも黒い。ゆえに，カラスは黒い。 

 

問７ 下線部(d)に関して，アリストテレスの学問の分類についての説明として最も適当なも

のを，次の①～④のうちから一つ選べ。［9］ 

① 理論学とは政治学や倫理学など行為の理論を研究する学問である。 

② テオリアに関する学問が制作学や実践学よりもすぐれた学問である。 

③ 作ることを重視する制作学は実践学よりもすぐれた学問である。 

④ 弁論術や詩学などが実践的な学問である。 

 

問８ 下線部(e)に関して，個々に存在するものを示す語として最も適当なものを，次の①～

④のうちから一つ選べ。［10］ 

① エイドス  ② ヒュレー  ③ ウーシア  ④ ピュシス 

 

問９ 下線部(f)に関して，アリストテレスの自然観の説明として最も適当なものを，次の①

～④のうちから一つ選べ。［11］ 

① 可能態として質料に含まれていた形相が具体的に実現した状態が現実態である。 

② 個物の生成は形相が質料を目的として運動変化する様相によってあらわされる。 

③ 自然は精密に作られた機械のようなものでそのメカニズムに従って運動する。 

④ 自然は数学の言葉で書かれた書物であり，数学によって読み解くことができる。 
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第２問 次の文章を読み下の問い（問１～問５）に答えよ。（配点 18） 

 

アリストテレスは，最高善である (a)幸福な生活を送るための人間的な条件を考えた。そ

れによれば，人間には正しく物事を判断する「知性的徳」が必要とされる。この徳は，真理

を認識する知恵と，過多と不足の両極端をさけた中庸を命ずる［ 12 ］とから成っている。

幸福は，富や名誉や快楽を求める生活の中にあるのではなく，みずからの知恵を自由にはた

らかせることによって実現する。そして，最高の幸福は，日常生活の関心（実用性）を超え

て，理性の純粋な活動そのものを楽しむ［ 13 ］的生活によって実現されるとした。 

しかし，知性的徳で真理や中庸を知りえたとしても，人間は感情や欲望に左右されやすい

から，日常生活の中でそれらを統御する訓練と教育をくり返しながら，正しく生きることが

快適であり，不正をなすことが不快となるような性格と徳とを身につける必要がある。この

善い習慣（エトス）によって，いつしか性格（エートス）となるまでに身につく徳が「［ 14 ］

的徳」である。すなわち，人は過不足のない調和のとれた状態である中庸を習慣づけること

によって性格的徳を獲得できる。たとえば，四元徳の一つである［ 15 ］は無謀と臆病と

の「正しい中ほど」（中庸）において成り立つ［ 14 ］的徳である。 

［ 16 ］とは，相手が善なるがゆえに愛する愛であり，たがいの幸福を願い，よりすぐ

れた人となるようにたがいに心がける友情のことである。また，ポリスにおいて，［ 16 ］

とともに(b)正義の徳も重視した。 

 

問１ 文章中の空欄［ 12 ］～［ 16 ］に入れるのに最も適当なものを，次のそれぞれ

の①～④のうちから一つずつ選べ。 

① メソテース  ② アレテー 

③ ソフィア  ④ プロネーシス 

 

① 観想  ② 政治 

③ 禁欲  ④ 享楽 

 

① 理性  ② 習性 

③ 知性  ④ 感性 

 

① 正義  ② 知恵 

③ 節制  ④ 勇気 

 

① カロカガティア ② フィリア 

③ アガペー  ④ エロス 

 

問２ 下線部(a)に関して，幸福を意味するギリシア語として最も適当なものを，次の①～④

のうちから一つ選べ。［17］ 

① カロース  ② カガトス  ③ エウダイモニア  ④ エウチュプロン 

 

  

［12］ 

［13］ 

［14］ 

［15］ 

［16］ 
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問３ 下線部(b)に関して，正義についてのアリストテレスの説明として，適当でないものを，

次の①～④のうちから一つ選べ。［18］ 

 

① 違法な者は不正であり，合法な者が正義である。 

② 知恵，勇気，節制の徳の調和が正義である。 

③ 公正な配分を行うことも部分的な正義である。 

④ 利得と損失を公正に是正することも正義である。 

 

問４ 『ニコマコス倫理学』において人間固有の働きの中でも最高の働きと評価される「テオリ

ア」についての説明として最も適当なものを，次の①～④のうちから一つ選べ。［19］ 

【2004年センター本試験】 

 

① テオリアとは，主に制作活動に関わる理性の働きである。 

② テオリアとは，原理を直感的に把握する理性の働きである。 

③ テオリアとは，主に行為・実践を導く理性の働きである。 

④ テオリアとは，厳密な論証・推論としての理性の働きである。 

 

問５ アリストテレスの政治学の思想の説明として最も適当なものを，次の①～④のうちか

ら一つ選べ。［20］ 

① およそ国民共通の利益を追求する国制はいずれも，全般的な正義にかなっているがゆ

えに正しい国制である。 

② 政府の主権者が一人である国制が僭主政治であり，少数者が権力を握る場合には必ず

その権力は腐敗するものである。 

③ 貴族政治は富者の利益だけを目指す国政であり，正しい道を踏み外した不正な権力の

あり方である。 

④ 民主政治は多数者が主権者として，国民共通の利益を目指す政治であり，すべてのポ

リスが目標とするべき国制である。 
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第３問 次の文章を読み，下の問い（問１～問６）に答えよ。（配点 20） 

 

全ギリシアを支配した［ 21 ］王国は，アレクサンドロス（アレクサンダー）大王のと

き東方遠征を開始し，世界国家（コスモポリス）を建設してヘレニズム時代をもたらした。

ポリスのきずなを失った人間は，ひたすら個人の心の中に幸福を求めていった。この要求に

こたえた代表的な思想がエピクロス派とストア派であった。両者の主張は，快楽主義と禁欲

主義というかたちで表面的には対立して見えるが，賢者の理想を個人の魂の自由と幸福に求

めた点で共通していた。 

 エピクロスを祖とするエピクロス派の人びとは，個人の快楽の追求こそ幸福である（快楽

主義）と説いた。しかし，真の快楽は刹那的・享楽的なものではなく，永続的・精神的な心

の安らかな状態であると考え， (a)アタラクシアを得ることを賢者の理想とした。「［ 22 ］」

という彼らの信条は，政治や社会の雑踏から遠ざかって，もっぱら内面の静けさと安らぎを

守る，質素な生活を理想としたのである。 

 これに対して，(b)ゼノンを祖とするストア派の人びとは，あらゆる情念をおさえ，理性に

よって自己の欲望に打ち克つという禁欲主義の立場に立って，アパテイアに徹することを賢

者の理想とした。彼らは「［ 23 ］」を信条としたが，それは，人間のもって生まれた本性

である理性に従って生きることが，あらゆる (c)情念から解放され，世の移り変わりから独

立して自由であることを可能にすると考えたからである。また，理性を等しくわけ与えられ

ているかぎり，人間はすべて平等であるというストア派の理想は，(d)ポリスにしばられない

世界市民（コスモポリテース）としての生き方を生み出し，ローマ万民法（民族の違いを超

えて適用される法）の成立に大きな影響を与え，近代［ 24 ］思想の一つの源流となった。 

 

問１ 文章中の空欄［ 21 ］～［ 24 ］に入れるのに最も適当なものを，次のそれぞれ

の①～④のうちから一つずつ選べ。 

① アテネ  ② シリア 

③ エジプト  ④ マケドニア 

 

① 自然に従って生きよ ② 隠れて生きよ 

③ 犬のように生きよ ④ 正しくよく生きよ 

 

① 自然に従って生きよ ② 隠れて生きよ 

③ 犬のように生きよ ④ 正しくよく生きよ 

 

① 社会契約  ② 自然法 

③ 科学  ④ 経験論 

 

問２ 下線部(a)に関して，アタラクシアの意味として最も適当なものを，下の①～④のうち

から一つ選べ。［25］ 

① 喜びに満ちあふれた魂の状態 

② わずらわしさのない魂の状態 

③ 感情に流されない魂の状態 

④ 欲望に負けない魂の状態 

 

［21］ 

 

［23］ 

 

［24］ 

 

［22］ 
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問３ 下線部(b) に関して，ゼノンの略伝として最も適当なものを，次の①～④のうちから

一つ選べ。［26］ 

 

① アテネで兵役につき，アレクサンドロスの支配に抵抗するが失敗し，思索の世界へ進

み，アテネに学園を開いた。 

② 奴隷であったが後に解放され，理性的な意志の力によって心の自由を得ることこそ幸

福であると説いた。 

③ もともと染料の商人であったが船が難破し，アテネで『ソクラテスの思い出』を読み，

哲学の研究を始めた。 

④ プラトンと同時代に，生涯１枚の衣と１本の杖と袋だけを持って生活し，樽の中に住

むこともあった。 

 

問４ 下線部(c) に関して，情念を意味するギリシア語として最も適当なものを，次の①～

④のうちから一つ選べ。［27］ 

① パトス  ② エクレシア  ③ ロゴス  ④ ニルアドミラリィ 

 

問５ 下線部(d) に関して，世界市民主義を唱えた思想家とその著作名の組合せとして最も

適当なものを，次の①～④のうちから一つ選べ。［28］ 

 

① マルクス・アウレリウスの『メノイケウスへの手紙』 

② マルクス・アウレリウスの『自省録』 

③ エピクテトスの『自省録』 

④ エピクテトスの『メノイケウスへの手紙』 

 

問６ 新プラトン主義に関しする，次の文中の空欄に入る語として最も適当なものを，下の

①～④のうちからそれぞれ一つずつ選べ。 

新プラトン主義は後 3 世紀に［ 29 ］によって実質的に創始され，6 世紀まで存続した

哲学思潮。その後のヨーロッパ哲学史上にプラトン主義の伝統を定着させる働きをした。そ

の世界観は可視的物質界と三つの不可視なる原理的な力よりなる。それは魂つまり生命力と，

［ 30 ］つまり宇宙秩序の認識機能と，一者つまりあらゆる対立を統合する絶対者である。

一者は〈第一なるもの〉または〈善〉と呼ばれ，それ自体はまったく単純なものでありなが

ら，その中にありとあらゆる多様性を潜在的に含んでいる。これは完全な充実であり，あら

ゆる認識，生命，本質，存在を超越する。 

 

［29］① キケロ  ② プロクロス  ③ プロティノス  ④ セネカ 

 

［30］① 理想  ② 知性  ③ 感性  ④ 理性 
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第４問 次の文章を読み，下の問い（問１～問８）に答えよ。（配点 20） 

 

 イスラエル人は遊牧の民であり，前 15 世紀ごろに (a)カナーン（パレスチナ）に移住した。

彼らは，きびしい自然と異民族による圧迫の中で，世界の創造主であり唯一絶対の人格神で

あるヤハウェ（ヤーヴェ）に対する信仰をはぐくんでいった。律法の「［ 31 ］」によれば，

カナーンに定着せずエジプトにはいったイスラエル人の一部は，奴隷生活を強いられていた

が，前 13 世紀ごろ (b)モーセに率いられて脱出し，神が約束した地にいたる。この途中，

［ 32 ］において，神はモーセを通じて彼らに十戒をさずけた。十戒は律法（神の命令と

掟）の典型である。(c)イスラエル人が神を信じ，神がさだめた律法に従うかぎり，神は彼ら

を選んで救済してくれる（選民思想）という。これは神とイスラエル人との間に結ばれた契

約である。 

 しかし，いくたびかの危機や困難のなかで，ともすれば人びとは神との契約を忘れ，信仰

を見失いそうになった。そうしたとき，神のことばによって人びとに信仰の大切さと民族の

まとまりを訴えたのが，イザヤやエレミヤといった神の意志を伝える［ 33 ］たちであっ

た。(d)前６世紀には，イスラエル人が新バビロニアの捕虜となり，バビロンに集団移住させ

られる事件がおきた。この (e)バビロン捕囚という民族の危機を克服できたのも，預言者の

努力によるところが大きい。民族宗教としてのユダヤ教が確立したのは，この危機の克服を

通してである。 

 こうした民族的危機に直面したイスラエルの人びとには，(f)メシアを待ち望む信仰が生ま

れた。イスラエル人は，この信仰を見失わないかぎり神はかならずメシアを遣わして自分た

ちを救ってくれる，と信じた。前１世紀のイスラエル人は，ローマ帝国の過酷な支配下にあ

ったので，彼らがメシアを待ち望んだのも当然のことである。 

 

問１ 文章中の空欄［ 31 ］～［ 33 ］に入れるのに最も適当なものを，次のそれぞれ

の①～④のうちから一つずつ選べ。 

 

① 創世記  ② 民数記 

③ レビ記  ④ 出エジプト記 

 

① カナーン  ② シナイ山 

③ エジプト  ④ 葦の海 

 

① レビ人  ② 使徒 

③ 預言者  ④ 祭司 

 

 

問２ 下線部(a)に関して，神の命令を受けてカナーンへ移住したとされる人物として最も適

当なものを，下の①～④のうちから一つ選べ。［34］ 

① アブラハム  ② ノア  ③ イサク  ④ アベル 

 

問３ 下線部(b)に関して，モーセのエジプト脱出を記念したユダヤ教の行事として最も適当

なものを，次の①～④のうちから一つ選べ。［35］ 

① 復活祭  ② 過越祭  ③ 降誕祭  ④ 燔祭 

［31］ 

［32］ 

 

［33］ 
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問４ 下線部(c)に関して，イスラエルの名の由来となった人物として最も適当なものを，次

の①～④のうちから一つ選べ。［36］ 

① イサク  ② セム  ③ ヤフェト  ④ ヤコブ 

 

問５ 下線部(d)に関する出来事についての説明ア～ウの正誤の組合せとして正しいものを，

次の①～⑧のうちから一つ選べ。［37］ 

ア ダヴィデ王はエルサレムに主の神殿を建設した。 

イ ソロモン王の死の直後，イスラエル王国とユダ王国に分裂した。 

ウ イスラエル王国はアッシリアによって滅ぼされた。 

 

① ア 正  イ 正  ウ 正   ② ア 正  イ 正  ウ 誤   

③ ア 正  イ 誤  ウ 正   ④ ア 正  イ 誤  ウ 誤   

⑤ ア 誤  イ 正  ウ 正   ⑥ ア 誤  イ 正  ウ 誤   

⑦ ア 誤  イ 誤  ウ 正   ⑧ ア 誤  イ 誤  ウ 誤   

 

 

問６ 下線部(e)に関して，バビロン捕囚を行った新バビロニアの王の名前として最も適当な

ものを，次の①～④のうちから一つ選べ。［38］ 

 

① サルゴン２世      ② ネブカドネザル２世  

③ アレクサンドロス３世  ④ キュロス２世 

 

問７ 下線部(f)に関して，メシアの持つ意味として適当でないものを，次の①～④のうちか

ら一つ選べ。［39］ 

 

① 王  ② キリスト ③ 神の子  ④ 救世主 

 

問８ 十戒の内容として適当でないものを，次の①～⑥のうちから一つ選べ。［40］ 

 

① あなたはひづめが分かれ，反芻する動物ではないものを食べてはならない。 

② あなたはいかなる像も造ってはならない。 

③ あなたの父母を敬え。 

④ 隣人に関して偽証してはならない。 

⑤ 主の名をみだりに唱えてはならない。 

⑥ 盗んではならない。 
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第５問 次の文章を読み，下の問い（問１～問７）に答えよ。（配点 20） 

 

 このような宗教的伝統の中に登場し，神の (a)福音を宣教したのがイエスである。律法主

義に立つ当時のユダヤ教が，神をはるか天上の近寄りがたい存在とみなしていたのに対し，

イエスは，神を父のように身近に感じながら，「時は満ち，神の国（神の支配）は近づいた。

悔い改めて福音を信じなさい」と語って，福音すなわち神の救いやめぐみが，すでに人々の

身近にあると説いたのである。 

 イエスにとって，神は何よりも愛の神であった。彼は，「天の父は悪人にも善人にも太陽を

のぼらせ，正しい者にも正しくない者にも雨をふらせてくださる」と語った。また，(b)放蕩

息子のたとえで，神の愛がどんなものであるかを教えた。 

 神を愛の神としてとらえたイエスは，神から与えられた律法の根本精神を，「心をつくし，

精神をつくし，思いをつくして，あなたの神である主を愛しなさい」と「隣人を自分のよう

に愛しなさい」という (c)律法の中の二つの言葉によっていいあらわした。つまり，愛によ

って人間を生かす神が人間に命じるのは，神への愛と (d)隣人愛であるというのである。も

ちろん彼は，愛の神について単に言葉で語っただけではない。彼は［ 41 ］病人をいやし

たり，軽蔑され差別された徴税人や罪人と食卓をともにするなど，当時のおきてでは許され

ない行為を通じて，［ Ａ ］とよばれる愛がどのようなものであるかを具体的に示した。こ

うしてイエスは，裁きの神，義の神であると同時に，それ以上に愛の神の姿を明確に示した

のである。 

 イエスのこのような活動は，ユダヤ教の指導者たちの反感を招くこととなった。律法を字

義通り守ることに重点をおく彼らの目には，イエスの新しい教えが，神をけがすものに映っ

たからである。のみならずイエスは，指導者たちが，律法を守っていない人々を罪人として

裁くのをみて，彼らをきびしく批判した。(e)このためイエスはとらえられ，ユダヤ教の指導

者とローマの総督に裁かれ，十字架刑で殺された。 

 しかし，処刑後まもなく，［ 42 ］を中心とするイエスの生前の弟子たちの間に，イエ

スは［ 43 ］し彼らの前に姿をあらわしたとする信仰が生じた。そしてそこからつぎのよ

うな信仰が生まれた。イエスは救世主として遣わされた神の子であり，その犠牲的な死によ

って人々の罪をあがなう業をはたしたのち，神によってよみがえらされた。したがって，こ

のキリストを信じる者は罪を赦され，新しい生命に生きることができる，と。こうした信仰

を核心としてキリスト教が成立した。イエス・キリスト，すなわち「イエスは救世主」とい

う呼び名は，この信仰の核心を最も短い言葉で表現している。 

 

問１ 文章中の空欄［ 41 ］～［ 43 ］に入れる最も適当なものを，次のそれぞれの①

～④のうちから一つずつ選べ。 

① 神殿で  ② 長血をわずらう女の 

③ 安息日に  ④ サマリア人の 

 

① ユダ  ② ペテロ 

③ パウロ  ④ ヨハネ 

 

① 理想化  ② 神格化 

③ 謝罪  ④ 復活 

［41］ 

［42］ 

［43］ 
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問２ 文中の空欄［ A ］に入る語として，適当でないものを次の①～④のうちから一つ

選べ。［44］ 

① フィリア  ② カリタス  ③ アガペー  ④ チャリティ 

 

問３ 下線部(a)に関して，福音の意味としてもっとも適当なものを，次の①～④のうちから

一つ選べ。［45］ 

① 神の救い  ② よい知らせ  ③ 天の王  ④ 神の子羊 

 

問４ 下線部(b)に関して，放蕩息子のたとえの内容として適当でないものを，下の①～④の

うちから一つ選べ。［46］ 

① 放蕩息子は父親の財産を受け取り，すべて放蕩し尽くしてしまった。 

② 放蕩息子は自分の罪を認め，父のもとで召使いとしてつかえようとした。 

③ 放蕩息子の父は落ちぶれた息子をやさしく迎え入れた。 

④ 放蕩息子の兄も父親と同じように弟を受け入れて弟を歓迎した。 

 

問５ 下線部(c)に関して，律法についての説明として最も適当なものを，次の①～④のうち

から一つ選べ。［47］ 

① 十戒から派生した戒律 

② 旧約聖書最初の 5 巻の書物 

③ ユダヤ教徒が守るべきすべての法 

④ 預言者によって示された神の言葉 

 

問６ 下線部(d)に関して，「隣人」とは誰のことか。次のマザーテレサの言葉を読み，この

文に最もよく合致するものを，以下の①～④のうちから一つ選べ。［48］【2003 年本試験】 

この世の中で，私たちがたんなる数ではないと思うことは，すばらしいことです。私た

ちは神ご自身の子どもです。インド，日本，アメリカ，ヨーロッパに住む人も，そして世

界のどの地域に住む人びとも，みな私の兄弟，私の姉妹なのです。あのとてもさみしそう

な人，とても貧しい人，とてもかわいそうな人，そしてとても偉い人も，私の姉妹，私の

兄弟です。……神はすぐそこにおられます。どこ？ 貧しい人びとのなかに，私の家族の

母，兄，妹，夫や妻のなかに。そこにいらっしゃるのです。 

（マザーテレサ『命あるすべてのものに』） 

 

① 様々な状況において出会い，神の愛のもとで共に生きる人間。 

② 同じ神を信じ，お互いの利益をはかり合う宗教的な共同体のメンバー。 

③ 血縁でつながった家族や親族，あるいは同一の民族に属する人間。 

④ 恵まれた人たちからの経済的な助けを必要とする社会的弱者。 
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問６ 下線部(e)に関する福音書に描かれる出来事についての説明ア～ウの正誤の組合せと

して正しいものを，次の①～⑧のうちから一つ選べ。［49］ 

 

ア イエスの弟子たちはみなイエスを見捨てて逃げた。 

イ ポンティウス・ピラトゥスにはイエスを裁く権限がなかった。 

ウ イエスは２人の弟子とともに十字架にかけられた。 

 

① ア 正  イ 正  ウ 正   ② ア 正  イ 正  ウ 誤   

③ ア 正  イ 誤  ウ 正   ④ ア 正  イ 誤  ウ 誤   

⑤ ア 誤  イ 正  ウ 正   ⑥ ア 誤  イ 正  ウ 誤   

⑦ ア 誤  イ 誤  ウ 正   ⑧ ア 誤  イ 誤  ウ 誤   

 

問７ 下のキリスト磔刑像の「INRI」の意味として正しいものを，次の①～④のうちから一

つ選べ。［50］ 

 

① ナザレのイエス，永遠の命の糧 

② ナザレのイエス，神の子 

③ ナザレのイエス，ローマへの反逆者 

④ ナザレのイエス，ユダヤの王 

 

 

 

 

これで問題は終わりです。 

 


